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No.268
令和４年（2022年）
第４回定例会

「咲き誇る百花の魁
さきがけ

」
（高尾梅郷 するさし梅林／裏高尾町）

今号は、西寺方町在住の 古川 仁洋 さん  の作品です。

定例会では男女共同参画推進条例などを可決定例会では男女共同参画推進条例などを可決

３年ぶりに
　　対面での議会報告会を開催

高尾梅郷
旧甲州街道沿い約4.5㎞の区間と小仏川沿いに梅林
が点在し、全体で約１万本もの紅白の梅が咲き誇りま
す。２月中旬から３月中旬の見頃には、梅の花の香り
が広がる中、散策が楽しめます。
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委 

員 

会

常
任
委
員
会
で
付
託
議
案
を
審
査

12
月
６
日
の
本
会
議
で
付
託
さ
れ

た
市
長
提
出
議
案
54
件
及
び
議
員
提

出
議
案
１
件
、
陳
情
２
件
は
、
各
常

任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
主
な
審
査
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。総

務
企
画
委
員
会

開
催
日　
12
月
７
日

■
一
般
会
計
補
正
予
算

住
民
票
の
写
し
が
取
得
で
き

る
端
末
を
本
庁
舎
等
に
設
置

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
の
身
近
な
場
所
で
住
民
票
等

の
写
し
が
取
得
で
き
る
（
コ
ン
ビ
ニ

交
付
）
端
末
機
を
、
本
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー
や
八
王
子
駅
南
口
総
合
事
務
所

に
も
設
置
す
る
理
由
は
。

答　
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
お
り
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き
る

市
民
が
、
窓
口
に
来
庁
し
た
際
に
、

職
員
が
少
し
の
サ
ポ
ー
ト
を
寄
り
添

っ
て
行
え
る
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
便
利
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ

と
が
狙
い
で
あ
る
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
設
定

　
（
市
長
提
出
議
案
）

■
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
設
定

　
（
議
員
提
出
議
案
）

男
女
共
同
参
画
施
策
の
推
進

を
図
る
た
め
の
条
例
を
制
定

問　
両
議
案
と
も
「
ど
の
よ
う
な

社
会
を
目
指
す
の
か
」
の
記
載

が
乏
し
い
と
感
じ
る
。
し
っ
か
り
と

伝
え
る
記
載
に
す
べ
き
で
は
。

答　
（
市
）市
民
意
見
を
受
け
、
条

文
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
盛
り

込
む
と
、
何
の
た
め
の
条
例
か
わ
か

り
に
く
い
と
考
え
た
。
市
の
目
指
し

て
い
く
社
会
は
、
平
成
11
年
の
男
女

共
同
参
画
都
市
宣
言
で
示
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
条
例
は
、
ど
の
よ
う
に

行
動
し
て
ほ
し
い
か
市
民
に
伝
わ
る

よ
う
な
内
容
に
し
た
。

問　
市
民
か
ら
の
苦
情
申
し
立
て

に
つ
い
て
、
議
員
提
出
議
案
は
、

苦
情
処
理
委
員
会
が
直
接
、
処
理
に

当
た
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま

ず
は
市
の
窓
口
で
解
決
を
図
り
、
そ

の
結
果
に
申
立
人
が
納
得
で
き
な
い

場
合
は
、
委
員
会
を
開
く
と
し
て
い

る
市
長
提
出
議
案
の
方
が
、
早
期
の

解
決
が
期
待
さ
れ
、
申
立
人
に
と
っ

て
も
望
ま
し
い
の
で
は
。

答　
（
提
出
議
員
）市
長
提
出
議
案

で
は
、
市
長
が
諮
問
し
な
け
れ

ば
、
委
員
会
が
開
催
さ
れ
な
い
規
定

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
問
題
を
感

じ
、
対
案
を
示
し
た
。

問　
議
員
提
出
議
案
で
は
、
附
属

機
関
※2
で
あ
る
委
員
会
に
、
諮

問
に
依
ら
ず
自
ら
委
員
会
を
開
催
で

き
る
な
ど
の
執
行
権
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
委
員
会
は
執
行
機
関
で
あ
る

市
と
同
等
の
扱
い
な
の
か
。

答　
（
市
）執
行
権
は
、
地
方
自
治

法
上
、
市
長
に
与
え
ら
れ
て
い

る
が
、
一
人
で
す
べ
て
の
事
務
を
執

行
で
き
な
い
た
め
、
執
行
組
織
や
別

の
行
政
組
織
を
置
き
、
職
員
を
配
置

し
て
執
行
し
て
い
る
。
一
方
、
附
属

機
関
は
、
市
の
求
め
に
応
じ
、
意
見

を
述
べ
た
り
、
調
査
す
る
な
ど
限
定

的
な
扱
い
で
あ
り
、
職
員
も
配
置
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
附
属
機
関

で
あ
る
委
員
会
が
、
自
ら
委
員
会
を

開
催
す
る
な
ど
の
規
定
は
、
法
と
の

関
係
上
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

結
果　
市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
（
対
案
で

あ
る
議
員
提
出
議
案
は
採
決
を
行

わ
な
か
っ
た
）

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
な
ど

　
　
市
長
提
出
議
案
54
件
を
可
決

４
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
30

日
に
開
会
し
、
本
会
議
で
議
案
等
を

各
常
任
委
員
会
に
付
託
後
、
「
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
」
な
ど
市
長
提

出
議
案
54
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
提
出
議
案
は
条
例
２
件
を

審
議
し
、
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

 

議
案
等
の
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
へ

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案
の
「
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
は
、
総
務
企
画
委
員

会
に
付
託
し
、
審
査
後
、
本
会
議
で

議
決
不
要
※1
と
し
た
ほ
か
、
１
件
を

本
会
議
で
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
し
た
条
例
の
主
な
内
容
等
は
下
段

「
総
務
企
画
委
員
会
」
へ

可
決
し
た
条
例

■
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例
設
定

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に

伴
い
、
新
た
に
条
例
を
制
定

陳　
　
情

提
出
さ
れ
た
陳
情
２
件
は
、
都
市

環
境
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

 

主
な
内
容
等
は
４
ペ
ー
ジ
「
都
市
環
境

委
員
会
」
へ

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
特
別
委
員
会

　
　
　
　
調
査
・
研
究
結
果
を
報
告

12
月
16
日
の
本
会
議
で
、
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
特
別
委
員
会
の
浜
中
賢
司
委

員
長
が
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
八
王
子

未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
）
に
関
す

る
調
査
・
研
究
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
議
決
で
委
員
会
を
廃

止
し
ま
し
た
。

令和
４年

第
　
回
定
例
会

４

本 
会 
議

１年以上にわたる調査・研究の結果
を本会議で報告する浜中委員長

さまざまな場面で男女が共に参画する社
会の実現に向けて条例を制定

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
特
別
委
員
会
の　

　
　
　
　
　
　
活
動
は
こ
ち
ら⇒

※１市長提出議案の同名称の条例案が先に可決となったため、対案である議員提出議案の議決を不要としました。
※2市長等の諮問等に応じ、必要な調査等を行う市職員以外の者を構成員に含む組織であり、市長等が条例等により設置
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文
教
経
済
委
員
会

開
催
日　
12
月
７
日

■
一
般
会
計
補
正
予
算

日
本
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の

ほ
か
、
周
遊
ル
ー
ト
を
構
築

問
　

日
本
遺
産
の
認
定
自
治
体
が

一
堂
に
会
す
る
サ
ミ
ッ
ト
を
、

５
年
11
月
に
本
市
で
開
催
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
合
わ

せ
て
開
催
し
、
相
乗
効
果
を
得
ら
れ

る
よ
う
工
夫
す
る
考
え
は
。

答
　

同
時
期
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
日
程
を
合
わ
せ
て

開
催
す
る
考
え
で
あ
り
、
開
催
前
の

時
期
に
も
、
機
運
を
醸
成
で
き
る
よ

う
な
仕
掛
け
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
本
市
の
日
本
遺
産
を
効
率
良

く
周
遊
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

る
と
の
こ
と
だ
が
、
何
を
目
玉
と
す

る
の
か
。

答　
高
尾
山
を
メ
イ
ン
に
考
え
て

い
る
が
、
高
尾
山
か
ら
中
心
市

街
地
へ
の
誘
客
が
難
し
い
た
め
、
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
で
行
け
な

い
箇
所
を
タ
ク
シ
ー
等
で
つ
な
ぎ
、

周
遊
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え

て
い
る
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
学
童
保
育
所
の
指
定
管
理
者
の
指

定
（
30
件
）

各
学
童
保
育
所
の
指
定
管
理

者
を
指
定

問　
団
体
の
能
力
や
提
案
事
業
の

内
容
、
提
案
金
額
を
評
価
し
選

定
し
て
い
る
が
、
提
案
金
額
が
低
過

ぎ
る
と
人
件
費
に
も
影
響
し
、
問
題

で
は
な
い
か
。

答　
選
定
す
る
評
価
会
議
の
参
加

者
に
は
税
理
士
も
お
り
、
金
額

が
低
過
ぎ
る
と
事
業
の
継
続
性
の
点

で
評
価
が
下
が
る
た
め
、
見
極
め
が

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
育
英
基
金
条
例
の
一
部
改
正

育
英
基
金
を
活
用
で
き
る
範

囲
を
拡
大

問　
基
金
の
利
子
だ
け
で
は
な
く
、

原
資
も
奨
学
金
に
充
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
企
業
に
対
し
て
も

積
極
的
に
寄
附
を
募
り
、
原
資
が
枯

渇
し
な
い
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
元
年
度

以
降
、
基
金
へ
は
多
く
の
寄
附

が
あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
寄
附
を
運
用

で
き
る
よ
う
調
整
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
企
業
に
対
し
て
は
、
企
業
の

社
会
・
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
と
、

奨
学
事
業
を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

厚 

生 

委 

員 

会

開
催
日　
12
月
８
日

■
一
般
会
計
補
正
予
算

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
を
改
修

す
る
経
費
を
計
上

問　
生
活
保
護
利
用
者
の
受
診
す

る
医
療
機
関
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
よ
る
資
格
・
本
人
確
認

が
行
え
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
改
修
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
確
認
方
法
は
。

答　
利
用
者
が
受
診
時
に
カ
ー
ド

を
提
示
し
、
医
療
機
関
が
資
格

確
認
等
を
行
う
。
市
と
し
て
カ
ー
ド

の
確
認
事
務
は
発
生
せ
ず
、
医
療
機

関
が
、
診
療
報
酬
を
支
払
う
機
関
を

介
し
て
、
生
活
保
護
の
利
用
状
況
の

デ
ー
タ
を
確
認
す
る
。

問　
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き
が
難

し
い
と
感
じ
る
方
に
対
す
る
生

活
保
護
の
所
管
で
の
支
援
は
。

答　
生
活
保
護
費
の
支
給
日
等
に
、

カ
ー
ド
の
申
請
窓
口
所
管
と
連

携
し
、
支
援
を
行
っ
た
。
利
用
自
体

は
多
く
な
か
っ
た
が
、
引
き
続
き
支

援
し
て
い
き
た
い
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
保
育
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
３
件
）

各
保
育
園
の
指
定
管
理
者
を

指
定

問
　

管
理
者
を
選
考
す
る
評
価
項

目
の
う
ち
、
虐
待
防
止
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
指
定
を
受
け
る

管
理
者
の
評
価
が
低
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
、
指
導
で

き
な
い
か
。

答
　

指
定
後
も
年
３
回
、
状
況
を

確
認
し
た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
取
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
い
く
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

都
市
環
境
委
員
会

開
催
日　
12
月
８
日

■
一
般
会
計
補
正
予
算

ナ
ラ
枯
れ
で
枯
死
し
た
樹
木

を
伐
採
す
る
経
費
等
を
計
上

問
　

本
市
の
ナ
ラ
枯
れ
※
の
発
生

は
、
こ
の
１
年
で
、
感
染
が
一

目
で
わ
か
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て

き
た
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　

感
染
の
ピ
ー
ク
は
４
〜
５
年

で
、
収
束
す
る
ま
で
に
10
年
程

度
か
か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
市

で
は
元
年
に
感
染
を
確
認
し
て
お
り
、

現
在
が
ピ
ー
ク
に
近
い
状
態
で
あ
る

と
推
測
す
る
。
今
後
、
５
〜
６
年
は

状
況
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

日本遺産の構成文化財を観光資源として活用でき
るよう、効率良く周遊できるルートを構築

マイナンバーカードの活用で、受診手続
きもより簡単に（６年３月開始予定）

ナラ枯れに感染すると葉が急速に茶色や赤茶色
に変色し、枯死する。放置すると倒木の危険も

※昆虫（カシノナガキクイムシ）が運ぶ病原菌（ナラ菌）により引き起こされる樹木の伝染病

八王子城跡

髙尾山薬王院

樹木の根元には木くず等が堆積
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自民党：自民党新政会　　公明党：八王子市議会公明党　　市民ク：市民クラブ
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全：４常任委員会（総・文・厚・都）　　　　　―：付託せず

都
市
環
境
委
員
会

◎
陳
情

■
あ
っ
た
か
ホ
ー
ル
の
入
浴
施
設
継

続（
復
活
）に
関
す
る
陳
情（
２
件
）

入
浴
施
設
の
継
続（
復
活
）に

向
け
て
の
条
例
改
正
を

余
熱
利
用
セ
ン
タ
ー
条
例
の
改
正

に
よ
る
、
あ
っ
た
か
ホ
ー
ル
の
入
浴

施
設
の
閉
鎖
は
、
高
齢
者
福
祉
の
切

り
捨
て
で
あ
る
。
当
該
条
例
を
再
考

し
、
入
浴
施
設
を
高
齢
者
福
祉
と
し

て
位
置
付
け
、
継
続
的
な
運
用
・
改

善
な
ど
を
求
め
る
陳
情
。

問　
北
野
清
掃
工
場
の
停
止
で
余

熱
は
な
く
な
る
が
、
使
用
料
を

徴
収
し
、
存
続
さ
せ
ら
れ
な
い
か
。

答　
当
該
施
設
は
、
ご
み
焼
却
に

よ
る
余
熱
還
元
施
設
で
あ
る
た

め
、
有
料
化
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問
　

廃
止
に
つ
い
て
、
事
前
に
利

用
者
の
声
を
聞
い
た
の
か
。

答　
廃
止
決
定
後
、
利
用
者
へ
の

説
明
に
出
向
き
、
存
続
へ
の
多

数
の
思
い
を
受
け
取
っ
た
。
し
か
し
、

当
該
施
設
は
福
祉
施
設
で
は
な
く
、

余
熱
利
用
施
設
で
あ
る
。
余
熱
が
な

く
な
り
、
施
設
の
目
的
や
役
割
は
達

成
し
た
た
め
、
廃
止
を
決
断
し
た
。

◆ 

前
回
の
定
例
会
で
、
入
浴
施
設
の

廃
止
を
含
む
条
例
改
正
を
可
決
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
委
員

会
と
し
て
、
結
論
を
出
さ
ず
、
採

決
を
行
わ
な
い
こ
と
に
決
定

都
市
環
境
委
員
会

※1 議長を除く
※2 議員提出議案の内容はこちら⇒

令和４年（2022年）
第４回定例会  議案等の審議結果一覧

会派の賛否

結 果自民党公明党市民ク共産党立憲民諸　派

市長提出議案　54件 付  託 
委員会

※113人 10 人 ４人 ３人 ３人 ４人

４年度		
		補正	
			予算

一般会計補正予算（第６号） 全 〇 〇 〇 〇 〇 〇2×2 可	決
借入金管理特別会計補正予算（第２号） 総 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可	決給与及び公共料金特別会計補正予算（第６号）

条例
（主な内容）

個人情報の保護に関する法律施行条例設定	
（個人情報保護法の施行に関し、必要な事項を規定）

総 〇 〇 〇 × 〇 〇1×3 可	決
情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正	
（根拠法令の変更により、引用法令や文言を整備）
情報公開・個人情報保護運営審議会条例の一部改正	
（根拠法令の変更により、引用条項や文言を整備）
手数料条例の一部改正（マイナンバーカードを利用した、証明書のコン
ビニ交付手数料を一定期間10円に規定）
育英基金条例の一部改正（基金を活用できる範囲を拡大）

文
〇 〇 〇 × 〇 〇 可	決

奨学資金支給条例の一部改正（対象に特別支援学校の高等部を追加する
ほか、受給資格の要件を改定）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 可	決一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正	
（都人事委員会勧告に基づき、期末手当を改定）

総

職員の給与に関する条例の一部改正（都人事委員会勧告に基づき、給料
表、初任給及び期末・勤勉手当を改定）
市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正	
（職員に準拠し、期末手当を改定） 〇 〇 〇 〇 〇 〇2×2 可	決
市長等の給与に関する条例の一部改正（職員に準拠し、期末手当を改定）
男女共同参画推進条例設定（男女共同参画社会の実現のため、基本理念
や市・事業者等の責務を規定） 〇 〇 〇 × 〇 〇2×2 可	決

契約
本庁舎浸水対策建築工事請負契約の締結 総

〇 〇 〇 〇 〇 〇 可	決国指定史跡八王子城跡保存用地の取得 文移動台等の取得

指定	
管理者

保育園の指定管理者の指定【３件】（静教・多賀・市役所内保育園） 厚

〇 〇 〇 〇 〇 〇 可	決

学童保育所の指定管理者の指定【23件】
（東浅川小・浅川・下柚木・由木西小・松が谷・南大沢・南大沢西・宮
上・まつぎ・長池・秋葉台・散田小・山田小・長房・椚田小・横山第一
小・館ヶ丘・寺田・恩方東・片倉台・七国小・みなみ野君田小・高嶺小
学童保育所）

文

高尾５９９ミュージアムの指定管理者の指定
都市公園の指定管理者の指定（大塚公園ほか運動公園７施設） 都
学童保育所の指定管理者の指定【７件】（由木・由木東小・別所・船田		
小・由井・由井かたくら・北野学童保育所） 文

〇 〇 〇 × 〇 〇 可	決都市公園の指定管理者の指定
（みなみ野大船の尾根緑地ほか八王子ニュータウン地区公園56施設） 都

その他 市道路線の認定 都 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可	決

議員提出議案　２件 付　託 
委員会 自民党公明党市民ク共産党立憲民諸　派 結 果

※2
条例

（主な内容）

男女共同参画推進条例設定（市長提出議案の対案） 総 同名称の市長提出議案を可決したため議決不要
市議会の個人情報の保護に関する条例設定
（法令から地方議会が除外されることに伴い、条例を制定） ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇2×2 可	決

請　　　　願　 付　託 
委員会 自民党公明党市民ク共産党立憲民諸　派 結 果

件名 由井事務所開設当時に八王子市が地元住民に約束した水路の改修工事及
び近隣未舗装市道の舗装・雨水排水施設等工事の早期実施を求める請願 都 継　続　審　査
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市政の

聞きました

ココを

現

状は
課題は

今後は

人
口
減
少
問
題

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
は

問 　
人
口
減
少
問
題
に
向
き
合
う

た
め
策
定
し
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、
４
年
度

で
８
年
間
の
計
画
期
間
が
終
了
と
な

る
が
、
成
果
を
聞
き
た
い
。

答　
総
合
戦
略
で
は
数
値
目
標
等

を
定
め
、
施
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
３
年
度
ま
で
の
実
績
で
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
約
55
％
の
取
り
組
み

が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
の
人
口
は
平
成
27
年
の
国
勢
調

査
で
は
一
度
減
少
し
た
が
、
２
年
の

調
査
で
は
、
平
成
22
年
と
ほ
ぼ
同
じ

57
万
９
千
人
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

問　
出
生
率
の
低
迷
は
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
つ
な
が
り
、

良
好
な
行
財
政
運
営
に
影
響
す
る
。

２
年
度
の
本
市
の
出
生
率
は
１
・
09

で
あ
っ
た
。
総
合
戦
略
で
は
２
０
４

０
年
ま
で
に
出
生
率
１
・
８
を
掲
げ

て
い
る
が
、
達
成
の
見
込
み
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
状
況
の

悪
化
は
長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
。

産
み
育
て
る
不
安
な
ど
か
ら
、
出
生

率
の
低
下
は
今
後
も
考
え
ら
れ
、
現

状
１
・
８
の
達
成
は
難
し
い
と
認
識

し
て
い
る
。

問　
歳
入
確
保
に
は
、
生
産
年
齢

人
口
層
を
い
か
に
本
市
に
呼
び

込
む
か
が
重
要
で
あ
る
。
ど
の
世
代

に
施
策
を
注
力
し
て
い
く
の
か
。

答　
総
合
戦
略
で
は
、
持
続
的
な

行
財
政
運
営
を
可
能
と
す
る
た

め
、
必
要
な
活
力
を
維
持
す
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

特
に
若
年
層
と
大
学
生
を
重
点
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
活
用
は

問　
定
住
人
口
の
維
持
や
、
交
流

人
口
の
増
加
な
ど
に
つ
な
げ
る

た
め
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
あ
な
た
の
み
ち
を
、
あ
る
け
る

ま
ち
。
八
王
子
」
と
総
合
戦
略
は
、

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
る
の
か
。

答　
総
合
戦
略
で
は
、
交
流
人
口

の
増
加
を
実
現
す
る
た
め
の
政

策
軸
と
し
て
、
本
市
の
魅
力
の
発
信

を
掲
げ
て
い
る
。
本
市
の
魅
力
等
を

わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た
ブ
ラ
ン
ド

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
効
果
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
や
居
住

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

防
犯
・
防
災

防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
管
理
は

問 　
防
犯
灯
や
商
店
街
灯
な
ど
の

夜
間
照
明
灯
の
管
理
は
、
経
費

や
安
全
、
環
境
な
ど
の
観
点
か
ら
、

市
で
一
元
管
理
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
防
犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て
、

町
会
・
自
治
会
か
ら
市
へ
の
移
管
を

進
め
て
い
る
が
、
現
況
は
。

答　
町
会
・
自
治
会
が
所
有
す
る

移
管
対
象
の
防
犯
灯
は
約
２
万

１
千
灯
あ
り
、
６
年
１
月
の
移
管
を

目
途
に
準
備
を
進
め
、
移
管
後
は
す

べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
予
定
で
あ
る
。
移

管
に
よ
り
町
会
・
自
治
会
の
維
持
管

理
が
不
要
に
な
る
な
ど
、
財
政
的
・

人
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

を
説
明
し
、
す
べ
て
移
管
で
き
る
よ

う
推
進
し
て
い
く
。

問　
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
抑
止

や
事
件
・
事
故
の
早
期
解
決
に

つ
な
が
る
が
、
設
置
の
考
え
と
課
題

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　
犯
罪
抑
止
に
は
、
日
頃
か
ら

住
民
同
士
の
声
掛
け
や
自
主
防

犯
活
動
が
効
果
を
発
揮
す
る
が
、
人

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
時
間
や
範

囲
に
限
界
が
あ
り
、
補
完
す
る
も
の

と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進

め
て
き
た
。
設
置
台
数
の
増
加
に
伴

い
、
維
持
管
理
の
負
担
も
増
え
る
こ

と
か
ら
、
設
置
と
効
果
の
バ
ラ
ン
ス

が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

最
大
限
の
活
用
を

問 　
浸
水
予
想
区
域
な
ど
を
改
定

予
定
の
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
、
市
民
に
と
っ
て
、
災
害
に
対

す
る
日
頃
の
備
え
の
た
め
の
取
扱
説

明
書
で
あ
り
、
発
災
後
に
は
、
自
身

や
家
族
を
守
る
羅
針
盤
に
も
な
る
と

期
待
し
て
い
る
。
最
大
限
に
活
用
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
市
民
の
防

災
意
識
向
上
の
き
っ
か
け
と
な

り
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
す
る

理
解
と
必
要
な
備
え
を
行
う
と
と
も

に
、
町
会
・
自
治
会
等
が
互
い
に
助

け
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸
成
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
今
後
も
自

助
・
共
助
の
推
進
と
公
助
の
強
化
に

よ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

11月30日から４日間にわたり
29人の議員が市政について一般
質問を行いました。質問の中か
ら関連した内容を取りまとめ、
その要旨を掲載しています。

一般質問

市による防犯灯の維持管理や、防犯カメ
ラの設置推進で、より安全なまちへ

ブランドメッセージやロゴマークを活用し、
本市を市内外にアピール
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質問方法
次の３通りから議員が選択します。
①一括質問方式（演壇で行い、３回まで可能）
②一問一答方式（発言席で行い、回数制限なし）
③１回目は演壇で一括質問、
２回目以降は一問一答方式

議長席前の演壇で行う一般質問
（一括質問方式）

産
業
振
興

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
で

　
　
　
大
き
な
経
済
効
果
を

問　
市
は
、
東
京
た
ま
未
来
メ
ッ

セ
を
核
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
※1
の
誘

致
を
進
め
て
い
る
が
、
参
加
者
が
利

用
す
る
本
市
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

な
ど
を
、
主
催
者
に
ど
の
よ
う
に
提

案
し
て
い
る
の
か
。

答　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
を
支
援
す

る
八
王
子
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
で
は
、
開
催
の
検
討
段
階
か

ら
宿
泊
や
飲
食
等
の
全
般
的
な
相
談

に
応
じ
て
お
り
、
主
催
者
の
希
望
や

参
加
人
数
な
ど
に
合
わ
せ
、
八
王
子

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
活
用

し
て
具
体
的
に
提
案
し
て
い
る
。

問　
主
催
者
や
参
加
者
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
、

本
市
へ
の
経
済
効
果
を
よ
り
大
き
く

し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
技
術
革
新
の

創
出
は
も
と
よ
り
、
市
全
体
に
経
済

効
果
が
波
及
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
都
内
唯
一
の
日
本
遺
産

や
学
園
都
市
な
ど
の
地
域
資
源
を
存

分
に
い
か
し
、
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

市
内
企
業
へ
の
支
援
は

問　
産
業
振
興
に
は
、
企
業
誘
致

だ
け
で
は
な
く
、
今
あ
る
市
内

企
業
へ
の
支
援
も
重
要
で
あ
る
。
企

業
の
実
態
把
握
と
、
支
援
す
る
企
業

の
見
極
め
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
職
員
が
企
業
訪
問
な
ど
で
日

常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
経
営
課
題
な
ど
の
把
握
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
数
年
ご
と
に
企
業
の
実
態
把

握
や
施
策
の
分
析
・
評
価
も
行
い
、

新
境
地
を
開
拓
す
る
意
欲
の
あ
る
企

業
な
ど
、
支
援
し
て
い
く
企
業
を
見

極
め
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食

食
事
の
見
本
と
な
る

　
　
　
　
　
　
学
校
給
食
を

問　
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
が
食

べ
る
学
校
給
食
は
、
安
全
な
食

材
を
使
用
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
の
見
本
と
な
る
よ
う
提
供

し
て
も
ら
い
た
い
が
、
食
材
の
選
択

方
法
は
。

答　
野
菜
は
、
農
薬
の
使
用
を
極

力
抑
え
て
栽
培
さ
れ
た
地
場
野

菜
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
必

要
な
食
品
添
加
物
が
添
加
さ
れ
た
食

品
は
使
用
し
な
い
な
ど
、
安
全
な
食

材
を
選
択
す
る
上
で
の
基
準
を
設
け

て
い
る
。

問　
本
市
で
は
、
献
立
に
よ
り
、

お
か
ず
の
皿
に
ご
飯
を
一
緒
に

盛
り
付
け
て
い
る
日
が
あ
る
。
別
々

に
盛
り
付
け
、
ご
飯
茶
碗
を
手
に
持

っ
て
食
べ
る
正
し
い
食
事
の
マ
ナ
ー

を
子
ど
も
た
ち
が
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
、
食
器
の
種
類
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　
給
食
室
の
状
況
に
よ
り
、
食

器
の
消
毒
保
管
庫
に
余
裕
が
あ

る
学
校
か
ら
順
次
、
小
皿
か
ら
ご
飯

茶
碗
へ
の
変
更
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
、
学
校
の
実
情
を
考
慮
し
な
が

ら
、
食
器
の
種
類
を
適
宜
変
更
し
、

望
ま
し
い
食
事
の
形
で
提
供
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
は

問　
子
ど
も
の
貧
困
が
拡
大
し
て

い
る
今
日
で
は
、
学
校
給
食
が

子
ど
も
の
健
康
に
果
た
す
役
割
は
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭
で

義
務
教
育
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、

給
食
費
が
占
め
る
割
合
も
高
く
、
貧

困
の
拡
大
へ
の
対
応
、
子
育
て
家
庭

の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、
給
食

費
の
無
償
化
を
実
現
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
経
済
的
に
就
学
が
困
難
な
家

庭
に
つ
い
て
は
、
就
学
援
助
に

よ
り
給
食
費
を
全
額
支
給
し
て
い
る
。

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

給
食
費
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
全

体
に
関
す
る
財
政
支
援
を
国
や
都
に

要
望
し
て
い
く
。

問
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
※2
で

寄
附
を
行
う
意
向
が
あ
る
企
業

の
中
に
は
、
寄
附
金
を
給
食
費
の
負

担
軽
減
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
未
来
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
役
立
つ
寄
附
金
の
活
用
方
法
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答
　

寄
附
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
有

意
義
な
教
育
施
策
へ
の
展
開
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
学
校
給
食
を
は
じ
め
と

し
た
寄
附
金
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

安全で、正しい食習慣を身に付けられる給食を

一 般 質 問 は
ココを

聞きました

本市のＭＩＣＥ開催可能な施設や宿泊施設
を紹介する八王子ＭＩＣＥガイドブック

※１多くの集客交流が見込まれるビジネスイベント等（会議・学会・展示会・見本市など）の総称
※2国が認定した自治体の事業に対し、企業が寄附を行った場合に、法人関連の税額が控除される仕組み
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議員席前に設置した発言席で行う
一般質問（一問一答方式）

子
育
て

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て

問　
本
市
は
、
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し

て
い
る
が
、
転
入
を
希
望
す
る
子
育

て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
は
、

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
計
画

の
策
定
時
に
お
け
る
調
査
等
の
ほ
か
、

日
々
の
業
務
の
中
で
、
市
民
か
ら
の

意
見
を
基
に
捉
え
て
い
る
。
次
期
計

画
に
向
け
た
調
査
を
５
年
度
か
ら
開

始
す
る
た
め
、
転
入
者
を
含
め
た
子

育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
政

策
立
案
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
日
本
子
育
て

支
援
大
賞
を
受
賞
し
た
。
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
に
わ
た
っ
て
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
八
王
子
版
ネ
ウ
ボ

ラ
の
成
果
と
、
課
題
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

答　
保
健
師
等
が
妊
婦
面
談
な
ど

で
、
妊
産
婦
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
心
身

や
家
族
の
状
況
を
把
握
し
、
切
れ
目

な
く
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
仕
組
み

を
構
築
し
て
き
た
。
支
援
を
望
ま
な

い
妊
産
婦
が
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
電
話
や
訪
問
に
加
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
応
で
き
る
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
面
談
率
１
０
０
％
を
目
指
し
、

働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

問
　

子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育
の

た
め
に
は
、
親
へ
の
支
援
が
重

要
と
考
え
る
。
妊
婦
等
を
支
援
す
る

パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
※1
の
内
容
を
充
実

さ
せ
、
親
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
で

き
、
自
信
に
つ
な
が
る
よ
う
な
講
座

に
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答
　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、
子
育
て
の
仕
方
を
身
に

付
け
る
こ
と
や
、
親
に
な
る
実
感
を

得
る
こ
と
が
ニ
ー
ズ
で
あ
っ
た
た
め
、

お
ふ
ろ
実
習
等
を
中
心
に
行
い
、
参

加
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス

で
は
、
親
同
士
の
交
流
会
も
取
り
入

れ
て
い
る
。
今
後
も
、
コ
ロ
ナ
の
状

況
や
妊
婦
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

健
康
・
医
療

若
者
へ
の
自
殺
対
策
は

問　
若
い
世
代
の
自
殺
者
が
増
加

し
て
い
る
。
若
い
世
代
が
孤
立

せ
ず
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施
策
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
内
大
学
に
自
殺
対
策
を
周

知
し
た
ほ
か
、
授
業
に
出
向
き
、

身
近
で
悩
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
う

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
関
心
を
持
つ
よ

う
、
働
き
掛
け
を
行
っ
た
。
今
後
、

４
年
度
に
実
施
し
た
調
査
を
基
に
、

若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施

策
を
検
討
し
て
い
く
。

が
ん
撲
滅
に
向
け
て

　
　
　
　
検
診
等
の
啓
発
は

問　
子
宮
頸
が
ん
撲
滅
の
た
め
、

検
診
は
重
要
と
考
え
る
。
20
歳

か
ら
24
歳
の
検
診
の
受
診
率
が
低
い

と
の
こ
と
だ
が
、
受
診
者
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

市
内
大
学
で
出
張
授
業
を
行
い
、

子
宮
頸
が
ん
等
の
女
性
特
有
の
疾
病

や
そ
の
予
防
、
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
こ
と
の
重
要
性
を
啓
発
し
た
。
今

後
も
大
学
等
と
連
携
し
、
普
及
啓
発

を
進
め
て
い
く
。

問　
若
い
世
代
が
検
診
の
必
要
性

を
認
識
す
る
に
は
、
学
校
で
の

が
ん
教
育
が
有
効
と
考
え
る
。
授
業

の
中
で
、
検
診
は
ど
の
よ
う
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
市
立
中
学
校
等
の
授
業
の
中

で
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
が
ん
検

診
が
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
取
り
上
げ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

健
康
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

国
保
税
の
あ
り
方
は

問　
物
価
高
騰
の
中
、
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
税
の
値
上
げ
は
、

国
保
加
入
者
の
生
活
を
さ
ら
に
困
窮

さ
せ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
国
保
加
入
者
と
国
保
以
外
の

方
と
の
負
担
の
公
平
性
等
を
十

分
に
考
慮
し
た
上
で
、
都
が
示
す
標

準
保
険
料
率
※2
を
適
用
す
べ
き
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
国
や
都

に
対
し
て
財
政
支
援
を
要
望
し
、
関

係
機
関
か
ら
の
意
見
を
聞
き
、
適
切

に
判
断
し
て
い
く
。

本 市 議 会 の

現
状は

今後は

課題は
質問内容（議案外の質問に限ります）
本市の行政全般にかかわる事務の執行状況や
将来の方針等への疑問や提案などです。

質問時間
答弁を含め、一人当たり60分以内です。

保健師等が妊娠や出産、育児に関する相談や
情報提供を行う妊婦面談

大学と連携した出張授業で、子宮頸がん等の
女性特有の疾病の予防について普及啓発も

※1妊娠期から産後の心身の変化や赤ちゃんとの生活のイメージ作り、おふろ実習等を行い、妊婦とその家族を支援する講座
※2一定の方式で算定することにより、都道府県などの標準的な保険料率の水準を表したもの
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12
月
５
日

渡　
口　
　
　
禎

若　
林　
　
　
修

木　
田　
　
　
彩

冨　
永　
純　
子

美
濃
部　
弥　
生

森　
屋　
昌　
彦

伊　
藤　
忠　
之

　
　
　
　
12
月
２
日

鈴　
木　
勇　
次

鈴　
木　
基　
司

川　
村　
奈
緒
美

若　
尾　
喜
美
絵

及　
川　
賢　
一

五　
間　
　
　
浩

日
下
部　
広　
志

　
　
　
　
12
月
１
日

西　
本　
和　
也

前　
田　
佳　
子

石　
井　
宏　
和

望　
月　
翔　
平

西　
室　
真　
希

梶　
原　
幸　
子

村　
松　
　
　
徹

　
　
　
　
11
月
30
日

荻　
田　
米　
蔵

相　
澤　
耕　
太

浜　
中　
賢　
司

岸　
田　
功　
典

小　
林　
秀　
司

久
保
井　
博　
美

星　
野　
直　
美

森　
　
　
喜　
彦

道
路
・
交
通

道
路
整
備
の
考
え
は

問　
崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
道
路

の
り
面
で
、
沿
道
地
権
者
の
合

意
が
得
ら
れ
ず
、
整
備
を
見
送
っ
た

事
例
が
あ
る
。
市
民
の
安
全
確
保
に

向
け
、
合
意
が
な
い
場
合
で
も
整
備
・

補
修
で
き
な
い
か
。

答　
危
険
箇
所
な
ど
の
道
路
の
り

面
の
整
備
が
で
き
る
よ
う
、
地

権
者
と
の
合
意
に
向
け
、
最
大
限
努

力
し
た
い
。
そ
れ
で
も
合
意
が
得
ら

れ
な
い
場
合
は
、
補
修
工
事
の
多
様

な
工
法
か
ら
、
適
用
で
き
る
工
法
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
北
西
部
幹
線
道
路
の
工
事
は
、

市
と
都
で
施
工
部
分
を
分
け
、

事
業
を
進
め
て
い
る
。
測
量
後
に
事

業
範
囲
外
と
な
っ
た
用
地
に
対
す
る

買
収
の
考
え
は
。

答　
都
は
原
則
、
範
囲
外
は
買
い

取
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
本
市

で
は
、
地
権
者
か
ら
売
却
の
要
望
が

あ
れ
ば
、
検
討
の
上
、
買
い
取
り
な

ど
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

交
通
施
策

　
　
課
題
へ
の
取
り
組
み
は

問　
市
は
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
※1

の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
が
、

利
用
デ
ー
タ
か
ら
判
明
し
た
課
題
を

聞
き
た
い
。

答　
利
用
回
数
を
さ
ら
に
増
や
す

た
め
に
は
、
利
用
者
の
年
齢
層

の
拡
大
や
、
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
（
専

用
駐
輪
場
）
間
の
密
度
を
上
げ
、
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
は

周
辺
自
治
体
や
民
間
事
業
者
と
の
利

用
促
進
策
の
実
施
な
ど
、
外
部
と
も

さ
ら
に
連
携
し
て
い
き
た
い
。

問　
交
通
空
白
地
域
に
お
い
て
、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用
し

た
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
※2
な
ど

を
導
入
で
き
な
い
か
。

答　
Ａ
Ｉ
や
自
動
運
転
な
ど
の
先

進
技
術
を
活
用
し
た
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
向
け
、
調

査
・
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、
民
間

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る

実
践
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

資
源
循
環

ご
み
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
は

問　
市
は
「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
へ
の

挑
戦
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

答　
市
民
の
理
解
と
協
力
で
、
ご

み
収
集
の
有
料
化
や
資
源
化
の

推
進
、
戸
別
収
集
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
に
は
埋

め
立
て
処
分
量
ゼ
ロ
を
実
現
し
、
ま

た
、
ご
み
排
出
量
の
少
な
さ
で
29
年

度
か
ら
３
年
連
続
全
国
１
位
※3
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

問　
本
市
の
人
口
は
、
２
０
２
０

年
を
ピ
ー
ク
に
緩
や
か
に
減
少

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の

ご
み
排
出
量
の
見
通
し
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
家
庭
系
ご
み
は

一
時
増
加
し
た
が
、
現
在
は
以

前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
事
業

系
は
依
然
と
し
て
平
年
の
10
％
以
上

少
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
家
庭

系
は
緩
や
か
に
減
少
し
、
事
業
系
は

経
済
活
動
の
回
復
で
一
定
程
度
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
総
量
は
減

少
傾
向
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
ご
み
の
焼
却
を
減
ら
し
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制
す
る

こ
と
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
現
在
行
っ
て
い
る

不
要
品
の
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
実

証
実
験
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　
本
実
証
実
験
は
、
４
年
９
月

か
ら
５
年
３
月
ま
で
、
再
利
用

可
能
な
不
要
品
を
、
あ
っ
た
か
ホ
ー

ル
で
市
が
無
償
で
受
け
取
り
、
不
要

品
売
買
等
の
掲
示
板
サ
イ
ト
の
ジ
モ

テ
ィ
ー
に
掲
載
し
、
希
望
者
へ
販
売

す
る
も
の
で
あ
る
。
ジ
モ
テ
ィ
ー
の

活
用
で
、
幅
広
い
世
代
の
多
く
の
市

民
が
利
用
し
て
い
る
。

問　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
大

人
用
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の

排
出
量
の
大
幅
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
実
現
で
き
な
い
か
。

答　
都
の
実
証
事
業
の
結
果
か
ら
、

本
市
が
収
集
す
る
紙
お
む
つ
は
、

有
効
に
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

循
環
型
社
会
の
構
築
に
は
、
焼
却
ご

み
を
減
ら
し
、
さ
ら
な
る
資
源
化
の

推
進
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
質
問
者
の
発
言
の

題
目
は
こ
ち
ら⇒

一 般 質 問 議 員を行った です（発言順）

リユース品は、あったかホール１階の
「ジモティースポット八王子」で展示

買い物や休日の外出のほか、通勤・通学にも
活用できるシェアサイクル

※1市内に複数設置したサイクルポート（専用駐輪場）で、自由に貸し出し・返却ができる自転車共有（シェア）サービス
※2エリア内で利用者の希望時間帯や乗降場所などの要望に応じて利用できる地域交通　　　※3人口50万人以上の都市における順位

九兵衛坂公園（別所中学校北側）
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議会活動レポート

11/２【調】 防災情報伝達における市民との懇談会
11/16【調】	協防災情報伝達における各プロセスに

ついて－提言に向けて－
11/26【調】	恩方地区町会・自治会連合会の研修会

における意見交換
12/７【調】	今後のスケジュール

12/６　タブレット端末活用マニュアルの検討、
音声認識ソフトウェアの検討（デモンスト
レーション機による体験）

12/12　【報】 八王子未来デザイン2040の策定

11/４【調】 協提言に向けた検討、
 　条例試案の検討
11/17、12/８、12/22

【調】	協テーマに関する提言（案）、
 　条例試案の検討

10/12	所管事務調査の提言書を市長・教育長に提出
11/16	【報】委任専決処分の報告（３件）
 小中一貫教育に関する基本方針の改定

11/５【調】 現場視察／水辺活用実証実験（ミズカツ 
 会場の多賀公園等）、陵南公園付近 など
 河川事業関係者との意見交換
11/17	請願審査※　　結果：継続審査

【調】 協提言書（案）の検討 など
12/８【調】 協提言書（案）の検討

市議会では議案審議や一般質問以外にも、さまざまな活
動を行っています。ここでは、各委員会がテーマを決め調
査する所管事務調査など、主な活動をお知らせします。

総務企画 委員会

厚生 委員会

文教経済 委員会

都市環境 委員会
11/２ 懇談会

11/５ 現場視察（陵南公園付近）

11/17 所管事務調査

11/16 市からの報告を受ける委員

ＩＣＴ導入 検証会議

長期ビジョン 特別委員会

【調】＝所管事務調査　　【報】＝市からの報告に対する質問など　　協＝委員間協議

※
請
願
名
「
由
井
事
務
所
開
設
当
時
に
八
王
子
市
が
地
元
住
民
に
約
束
し
た
水
路
の
改
修
工
事
及
び

　
　
　
　
　
　
近
隣
未
舗
装
市
道
の
舗
装
・
雨
水
排
水
施
設
等
工
事
の
早
期
実
施
を
求
め
る
請
願
」

ポストコロナを見据えた危機管理の在り方

幼少期における発達障害の現状・その相談支援体制/
こども基本条例に関する調査・研究

児童生徒の登校支援 ～マンパワーとＩＣＴの活用～

水のまちづくり

所管事務調査テーマ

所管事務調査テーマ

所管事務調査テーマ

所管事務調査テーマ

付議事項：長期ビジョンに関する調査・研究

12/12 会議
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令和４年度 議会報告会を開催

市
議
会
で
は
、
平
成
26
年
度
に
議
会

基
本
条
例
を
施
行
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
毎
年
、
議
会
報
告
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
昨
年
10
月
に
開
業
し
た

東
京
た
ま
未
来
メ
ッ
セ
を
会
場
に
、
３

年
ぶ
り
に
対
面
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

今
回
は
、
昨
年
度
に
続
き
、
所
管
事

務
調
査
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
と
は
、
各
常
任
委
員
会

が
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
主
体
的
に

調
査
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
専
門
性
を
発

揮
し
た
政
策
提
案
が
で
き
る
よ
う
昨
年

度
か
ら
導
入
し
た
も
の
で
す
。

報
告
内
容
や
当
日
の
よ
う
す
の
動
画

は
随
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
所
管
事
務
調
査
の

取
り
組
み
状
況
は
、
９
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

市
へ
の
政
策
提
案
に
向
け
て

　
　
各
委
員
会
が
調
査
経
過
を
報
告

議
会
報
告
会
は
こ
ち
ら⇒

総務企画委員会

厚生委員会

文教経済委員会

都市環境委員会

ポストコロナを見据えた危機管理の在り方

幼少期における発達障害の現状・その相談支
援体制／こども基本条例に関する調査・研究

児童生徒の登校支援
　　～マンパワーとＩＣＴの活用～

水のまちづくり
馬場 貴大 委員長

若尾 喜美絵 委員長岩田 祐樹 委員長

五間 浩 委員長

各
常
任
委
員
会
が
取
り
組
ん
だ

「
所
管
事
務
調
査
」

開
催
日　
令
和
５
年
１
月
19
日
㈭

場　
所　
東
京
た
ま
未
来
メ
ッ
セ

報告会は、吉本孝良議長の挨拶で始まり、八木下輝一議会運営委員長から報告内容
の選定経過を説明後、各常任委員会の委員長から、調査経過を報告しました。
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請願書・陳情書の出し方

請願・陳情は、市民の皆さまが市政へ
の要望や意見を市議会に出すことができ
る制度です。議員の紹介のあるものを請
願、ないものを陳情と呼んでいます。
請願書・陳情書は日本文（できればＡ

４判・横書き）で、請願・陳情の趣旨、
請願・陳情事項、提出年月日、請願・陳
情者の住所・氏名（法人の場合は名称と
代表者名）、電話番号を記載し、紹介議
員（陳情書には不要）が署名したものを
議長あてに提出してください。受け付け
は、随時行っています。

問い合わせ：議事課

記載例（請願書の場合）

○○○に関する請願

請願趣旨

請願事項

　　年　月　日

提出者（代表）
	 住所
	 氏名　○○○○
	 電話　
	 　八王子市議会議長　○○○○殿
紹介議員　○○○○
　（陳情書には紹介議員は必要ありません）

署名または記名押印

4 月 23日は
市議会議員選挙
の投票日です
市議会議員は、市民の代表として、
市の条例や予算を決定するなど、重要
な活動を行います。
選挙は、皆さまが市政に参加する大
切な機会です。一人ひとりの投票が、
八王子の将来につながります。忘れず
に投票しましょう。
（前回の市議選の投票率：44.89％）

未来をつくる
あなたの一票大切に

政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。

これらの行為は
すべて禁止です！

病気見舞い運動会やスポーツ大会
への飲食物の差し入れ

お祭りへの寄附や
差し入れ

落成式・開店
祝いの花輪

葬式の花輪・供花
町会の催し物への寄附
や飲食物の差し入れ

結婚祝い・香典
（本人出席の場合を除く）

入学・卒業祝いお歳暮やお中元

■
会
議
の
模
様
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

本
会
議
な
ど
の
模
様
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
お
む
ね
７
日
後
か
ら
、

録
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
会
議
録
で

本
紙
掲
載
の
質
疑
の
詳
細
な
ど
、

本
会
議
や
各
委
員
会
の
発
言
を
掲
載

し
た
「
会
議
録
」
や
「
委
員
会
記
録
」

は
、
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
年
第
４
回
定
例
会
の
本

会
議
の
会
議
録
は
、
２
月
中
旬
ま
で

に
完
成
予
定
で
す
。

■
市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
議
会
は
公
開
し
て
お
り
、
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
本
会
議
の

傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は
、会
議
当
日
、

市
役
所
３
階
議
会
事
務
局
議
事
課
で

申
込
書
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

傍
聴
券
を
受
け
取
っ
て
傍
聴
席
に
お

入
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
委
員
会

も
定
員
の
範
囲
内
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

会
議
日
程
や
議
事
内
容
な
ど
詳
し
く

は
、
議
事
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見

掲
載
内
容
に
つ
い
て
お
気
付
き
の

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
庶
務
調
査

課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
感
想
や
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

会
議
の
模
様
は
こ
ち
ら⇒

会
議
録
は
こ
ち
ら⇒

ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
ち
ら⇒

市

議

会

か

ら

の

お

知

ら

せ
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務
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-
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c
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k
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4
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8
〒

1
9

2
-
8

5
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元

本
郷

町
３

-
2

4
-１

■
発

行
 八

王
子

市
議

会

■
編

集
 議

会
運

営
委

員
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
検

索
は

こ
ち

ら
か

ら
八

王
子

市
議

会
検

索
TEL

TEL

※ 今後の新型コロナウイルスの感染状況により、議場コンサート及び表紙写真展の予定を変更する場合がありますので、
最新情報は市議会ホームページでご確認ください。

傍聴者からの声

市民として
　　　もっと市議会に関心を

表 紙 写 真 展
本紙の表紙を飾る皆さまからの応募写真。
今年も力作ぞろいの写真を展示します。

皆さまの力作を展示

問い合わせ：庶務調査課

会 場・日 時 ※
八王子駅南口総合事務所
２月５日（日）～２月14日（火）
午前８時 30 分～午後７時
（土曜日は除く、日曜日は午後５時まで）

市役所 1階市民ロビー
２月17日（金）～３月14日（火）
午前８時 30 分～午後５時
（土・日曜日、祝日を除く）

４年に発行した本紙の
表紙に採用された４作品
の中から、最優秀作品は、
緑町在住のＭ. Ｎさんの
「秋っていいね」に決定
しました。

年間最優秀賞を決定

次回の定例会の主な予定
令和５年（2023年）第１回定例会　　会期：2/22～3/29

日 月 火 水 木 金 土
 /15

招集告示日

16 17

議会運営○委

18

19 20 21 22 開会日
議会運営○委
本会議 ネット
予算○特 ネット

23

天皇誕生日

24
総務企画○委
文教経済○委

25

26 27
厚生○委

都市環境○委

28  /1 2 3
議会運営○委
本会議 ネット

予算
代表質疑等

4

５ 6
本会議 ネット

委員会
審査報告等

7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21

春分の日

22 23 24
予算○特 ネット

議会運営○委

25

26 27 28
本会議 ネット
（予算採決等）

29 最終日
本会議 ネット
（一般質問）

　　 ◯委 ：委員会
　予算◯特 ：予算等審査特別委員会
　　 ◯分：　  　　 〃　　　　分科会
ネット：市議会ホームページで中継

２２

３３

予算○特 ネット
（総括質疑）

●会議（議会運営○委を除く）は、10時から開会します。
●閉会中の議会日程は、市議会ホームページをご覧ください。 
●問い合わせ：議事課

（　　　）

（　　　）

初めて市議会を傍聴しまし
た。一般質問では、詳細な調

査を基に質問する議員に感銘を受けまし
た。一方、データなどの事実確認を多く
行う議員もおり、今後の市政方針等の質
問をもっと聞きたいと思いました。
また、マスクを着用し発言しているた
め、傍聴席では内容が聞き取りにくく、
スピーカー等の改善が必要と感じました。
今回、傍聴して驚いたことは、傍聴者
が非常に少ないことです。重要なことを
審議する市議会にもっと関心を持たなけ
ればと感じ、市民として私自身大いに反
省しました。今後も、機会があれば傍聴
したいと思いました。

石塚 岳さん
（横川町）

次回の議場コンサート※

日時：２月22日（水）の本会議前
　　　午前９時30分～９時50分
受付：市役所３階 議事課（午前９時～）

演奏＝山形 真成さん
　　　（ヴァイオリン）

前回の出演（11月30日）

総務企画○分
文教経済○分

厚生○分
都市環境○分

◆締切
　３月30日（木）まで

◆募集内容
春・初夏をイメージした市内の風景など、
第１回定例会号（５月１日発行予定）の表紙に
ふさわしい写真（写真の縦・横は問いません）

表紙写真を募集次号も

応募方法は
こちら⇒


